
分類 定義

゜ 活動なし スタッフにより他動的な寝返りや運動は行えるが、 能動的な動

（ベッド上臥位） きはない。

1 ベッド上座位 あらゆる活動がベッド内。 寝返り、腰上げ（プリッジ）、自動運動、

ベッド上での運動 床上自転車エルゴメ ータや自動介助運動などを含む。 ベッドの

外に出たり、 ベッドの端を越えない範囲での活動。

2 他動的な椅子への 立位や端座位になることはなく、 他動的なリフトやスライドに

移動（立位なし） よる椅子へ移乗。

3 端座位 スタッフによる介助を含み、 ある程度体幹コントロ ー ルを伴っ

た能動的な端座位。

4 立位 介助の有無に関わらず立位になって体重を足で支えられる。 立

位介助用リフトやチルトベッドを使用してもよい。

5 ベッドから椅子へ 一度立位になって足を踏み出す、 もしくはすり足での移乗が可

の移乗 能。 この動作は、 椅子へ移動するために、 一方の下肢から他方

ヘ体重を能動的に移動させることを含む。 患者が医療機器の補

助により立っている場合、 椅子に向かって足をあげ踏み出せな

ければならない。（患者が立位介助用リフトを使用し、 足を踏

み出さずに移動した場合を含まない）

6 その場で足踏み 介助の有無にかかわらず、 足を交互に上げることによってその

（ベッドサイドで） 場で足踏みが可能（少なくとも 4 回、 各足 2 回ずつの足踏みが

できなければならない）

7 2 名以上の介助で 2 名以上の介助で、 ベッドや椅子から離れて少なくとも 5 メ ー

歩行 トル歩く。

8 1 名の介助で歩行 1 名の介助で、 ベッドや椅子から離れて少なくとも 5 メ ートル

歩く。

， 歩行補助具を使っ 人による介助はなく、 歩行補助具を用いて、 ベッドや椅子から

て自立して歩行 離れて少なくとも 5 メ ートル歩く。 車椅子患者の場合は、 ベッ

ドや椅子から 5 メ ートル自力で車椅子を操作して離れられる。

10 歩行補助具なしで 人による介助はなく、 歩行補助具も用いないで、 ベッドや椅子

自立して歩行 から少なくとも 5 メ ートル歩く。
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